
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)49, 135-136(1996)

青森県におけるハイブッシュ

内 藤  誠・岡 本 道

1  は  し め  に

ハイブッシュ・ プルーベリーの青森県への導入は,転作

田や遊休農地の効率的利用,地域の特産品,省力的果樹と

いった位置付けで1983年 ころから始まり,そ の後栽培面積

は漸増し1993年 には10 5haと なった。導入当初,ハイブッ

シュ・ プルーベリーは耐寒性が強いことから,本県でも栽

培が可能であろうとされていたが,各品種の適応性は不明

であった。そこで,合計19品種を導入 し,本県における特

性について検討した。

2試 験 方 法

(D 供試品種

供試品種は1988年 に導入した18品種及び1985年 に導入し

た1品種 (品種名 :`ジ ューン')の合計19品種である。供

試樹は各品種 3樹とした。ただし,`ラ ンコカス' は 2樹
,

`ジ ューン' は 1樹である。

9)栽植方法

栽植前に硫酸 (濃硫酸を47倍 にうすめたもの)を散布し
,

土壌 pHを 45～ 50に矯正した。植え穴は直径40～ 50側 と

し,水で十分に湿らせたピートモスをスコップで 2杯程度

入れ,土壌と混和後,苗木を栽誼 した。表値距離は樹間を

15m,列 間を201nと し,10a当 たりの栽植本数を333本 と

した。

6)施肥

栽植 1年後は10a当 たり成分で窒素,リ ン酸,カ リとも

各1 5kg,2年後は各3 0kg,3年後は各45贈 ,4年後は各

6 0kg,5年後以降は各7 5kgを ,いずれも春に施用した。

に)調査項目

生育状況 (樹高,開張,新梢発生本数),開花期,収穫期 ,

果実形質,食味,収量及び障害の発生状況について調査 じ

た。

3 試験結果及び考察

は)生育状況

樹高は `ベ ンバートン ,`ジ ャージー', `デ キンー' が

高かった。開張は 'ノ ースランド'が最も大きく,次 いで

`デ キシー',`ジ ャージー'であった。新梢の発生本数は

ワ ースランド' が特に多かった (表 1)。

。ブルーベ リーの特性
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品 種
滉厨 震誘 盤峨

品 種
樫厨 盟誘 I装曇

ウェイマウス   134   127   127  パークレイ   198   132  203
ブルエリタ    121    92   12 3  デキンー     196   157   31 0

アーリーブルー  155   121   187  ハーバード   138   111   70
コリンズ    154   118    57  ベンパートン  209   137  427

ランコカス    159   141   245  'ャ ー′-   196   154  573

スタンレイ    181   122   197  ルベル     181   120  373
ブルーレイ    160   148   203  コビル     161   136  327

ブルークロ,プ  162   124    83  レイトブルー   174   145   17 3

コン]― ド    165   123   13 7  ソ,― ツ     150   123   15 0

(青森県畑作園芸試験場 。拿
青森県りんご試験場)

Characteristics of Highbush Blueberry in AOmOri Prefecture

NIakoto NAITC, lヽichio OKAMOTO*and」 un― ichi ARAYA*

(AomOri Field Crops and Horticultural Experiment Station・
*AOmori Apple Experiment Station)

′―スラント   168   164   897

注 1992年の生育状況。開張は東西,南北の 2方向の平

均。新梢発生本数は30cn以上のもの。

2)開花期及び収穫期

開花日tま最早が `ジ ューン'で 4月 28日 ,最晩が `レ イ

トブルー'で 5月 18日 であつた。満開日は最早が `ウ ェイ

マウス'で 5月 14日 ,最晩が `レ イトブルー'で 5月 27日

であった。開花期間は平均23日 間であり,最短が `ラ ンコ

カス'で 20日 間,最長が `ジ ューン'の31日 間であった。

表 2 開花期及び収穫期

ウェイマウス   5 3  5 14  530  7 6  7 9-730  828
プルエリタ    5 9  5 16  530  7 6  7 10-8 3  828
アーリープルー  5 10  5 17  6  1  7 6  7 9-8 2  827
コリンズ     510  5 17  530  7 7  7 10-8 3  830
ランコカス    512  5 19  531  7 18  721-8 14  9  1

スタンレイ     5 12  5 19  6  3  7 19  7 22-8 15  9  3

プルーレイ    513  524  6 3  722  723-816  9  5
ブルークロ,プ  5 14  524  6 3  722  725-818  9 12
コンコード    5 13  522  6 3  718  719-812  9 4
′―スランド   5 10  5 18  530  711  7 16-8 6  828
′`―クレイ    5 15  525  6 5  727  729-8 19  9 17
デキシー     514  525  6 6  728  8 3-9 3  922
ハー′ヽ―ド    5 15  525  6 5  725  726-819  9 18
ペンバートン   5 12  5 20  6 5  723  7 25-8 18  9 17
ジャージー    5 16  525  6 7  725  731-831  9 28
ルベル      513  523  6 4  725  729-823  923
コピル      513  523  6 4  727  8 3-826  921
レイトプ,レ

ー   5 18  5 27  6 7  8  1  8 11-9 12  930

注 1990～ 1993年 の 4年平均。開花 日は連続 して開花

(3～ 5花)のあった初日。満開日は全体の 8割が

開花 した日。落花日は全体の 8割が落花 した日。収

穫盛期は全収量の 5%以上の収穫があった日。

品 種  開花日 満開日 落花日 収穫始 収 穫 盛 期 収穫終
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収穫開始 日は最早が `ウ ェイマウス',`ブ ルエッタ'

`ア ーリープルー'で 7月 6日 ,最晩は `レ イトブルー'

で8月 1日 であった。収穫盛期の期間は平均26日間であり,

最短が 'ウ ェイマウス'で22日 間,最長が `レイトブルー'

で33日 間であった (表 2)。

3)果実形質及び食味

果実重は 'ブ ルーレイ' `ブ ルークロップ'が大きく25
g以上であった。屈折計示度は `ジ ャージー',`ル ベル',

`ス タンレイ', `コ ビル'が高く,11%以上であった。クェ

ン酸含量は `レ イ トブルー'が特に高 く164%で あり,

`ア ーリーブルー',`バ ークレイ', `ジ ューン' は低 く06
%台であった (表 3)。

食味は 'コ リンズ ,`ラ ンコカス' `コ ンコード',`ノ ー

スランド' `パ ークレイ',`デ キンー',`ペ ンツヾ― トン'

`ジ ャージー ,`コ ビル'が比較的良好であった。

14)収量

結実 4年目から急増 し,5年 目には `コ リンズ , `ス タ

ンレイ'以外の品種で,1樹当たりの収量が 3 kg以上とな

り,10a当 たりの換算収量が ltを超えた。品種別では
,

`ノ ースランド'が圧倒的に多 く,次いで `ジ ャージー',

`ブルーレイ' が多かった (表 4)。

6)障害の発生状況

1)霜害

いずれの品種も霜害の発生は認められなかった。本県に

おける平年の終霜日は,`ジ ューン'を 除いて,いずれも

開花期以前であることから,本県での霜害発生の危険性は

低いと考えられる。

2)凍害

幼木期である1986年 の春に凍害の発生が認められたが
,

その後は,いずれの年も認められなかった。冬期間の気温

の経過等から判断して,本県での凍害発生の危険性は,い
ずれの品種においても比較的低いと考えられる。 しかしな

がら,幼木においては,耐寒性がやや劣ると思われるため
,

防寒資材 (わ ら等)を用いて被覆する必要があると思われ

る。

4ま と め

品種を選定する場合,そ の判断基準となるものは,果実

形質,収量性,耐寒性,障害の有無等であり,特に生食用

品種においては,大粒で食味が優れる品種であることが重

要である。

以上のことから総合的に判断して,早生品種では `コ リ

ンズ ,中・晩生品種では `バ ークレイ',`デ ■シー `ペ

ンパートン',`ジ ャージー ,`コ ビル'力 生ゞ食用品種とし

て有望と考えられた。 しかし,そ の他の品種についても
,

果実形質に若千の差は認められるものの,収量も十分であ

り,凍害及び霜害の発生の危険性も低いことから,栽培は

可能であると考えられた。

果実言 屈折計 クエン酸       果実重 屈折計 クエン酸
品 種    示 度 含 量 品 種    示 度 含 量

プルIッ タ     1 7    9 5  0 75  デキシー     2 2   106  1 00
アーリープルー  20   108  065 ハー′(― ド    2 1   104  122
コリンズ     2 1   108  100 ベン′(― トン   1 9  108  091
ランコカス    1 5  105  084 ジャージー    18  113  110
スタンレイ    1 7   11 l  o82 ルベル      l o   l13  1 15
カ′―レイ    26   95  092 コビル      22   11 0  1 22
ブルークロップ  2 5    99  099 レイトブル・    20   1o9  1 64
コンコード    1 6   107  1 12  ジ,― ン     1 4   102  068

屈折計 クエン酸

表4 1樹当たり収量の推移 (kg)

ブルエッタ   030 084 066 1 73 325 1 92 260  11 31
アーリープルー 0 13 093 079 265 4 14 382 357  1603
コリンズ    0 16 066 083 1 65 285 4 14 367 1395
ランコカス   0 13 039 072 5 11 468 359 275  1746
スタンレイ    006 015 017 1 59 289 290 200  975
ブルーレイ   031 147 1 31 408 562 627 367 2272
ブルークロップ 0 13 081 080 1 75 341 403 257 1349
コンコード     ー  009 059 260 442 343 333  1447
ノースランド  0 15 225 065 409 865 6 15 693 2887
′ヾ―クレイ    009 036 1 33 350 4 11 534 387  1859
デキシー     0 17 078 1 14 4 11 579 490 357 2046
ハー′ヾ_ド    o 15 060 1 11 239 3 16 377 200 13 17
ベン′:― トン  045 042 100 306 600 354 293 1741
ジャージー   030 1 20 1 83 5 16 626 533 303 2312
ルベル        0 015 048 255 449 394 1 93 1354
コビル        O o 18 019 1 13 338 368 1 90  1047
レイトブルー  009 099 079 278 646 570 353 2035
ジュン  ー Oo2 027 071 236 451 260 1046

表3 果実形質

ノースラント   1 5   98  090
注 199o～ 1998年 の4年平均。
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